

















A study on the relationship between information of psychology 
and images of Psychology.
− from the viewpoint of self-recognition need −
Shinji TOMARI
Abstract
     The purpose of this study was to investigate the relationship between information of psychology 
and images of psychology, from the viewpoint of self-recognition need. Two hundred and sixty 
undergraduates completed the questionnaires regarding information of psychology, images of 
psychology, and self-recognition need.  The results showed that: (1) self-recognition need significantly 
associate with information of popular psychology such as "Mentalist Daigo," "Honma-dekka TV". 
(2) self-recognition need and escape from negative information need were positively associates with 
scientific, useful images of psychology. The implications of these findings for liberal arts education were 
discussed.
Key words：self-recognition need，information about psychology，images of psychology，




































































れる。1 つは，Trope（1975）の Self-assessment 理論や Swann（1983）の Self-verification 理
論で想定されるような，自己の能力や自己概念について正確に把握できるような客観的情報を
















を首都圏の高校生から無作為抽出した 900 名を対象に 3 回調査を行っている。その結果によ
ると，女子高校生の 3 〜 4 割が占いや血液型性格判断を信じ，男子の 4 〜 5 割が UFO を信じ，
男女共に 2 〜 3 割が超能力を，4 〜 5 割が霊を信じているという結果が報告されている。また，
松井（2001）では，首都圏在住の 18 歳〜 69 歳までの成人男女 1026 名を無作為抽出して同様
の調査が行われた結果，2 〜 3 割の人々が「霊」の存在を信じ，1 〜 4 割の男性が「UFO」を，











仮説 1  : 自己認識欲求が高い群は，心理学に関する情報を，客観的・専門的な情報源よりも
　　　　情報・娯楽番組等の通俗心理学的な情報源から得ているだろう。
仮説 2  : 自己認識欲求が高い群には，心理学を科学的・実用的なものとしてイメージする者と，
　　　　神秘的・オカルト的なものとしてイメージする者がいるだろう。
仮説 3  : ネガティブ情報回避欲求が高いほど，心理学を神秘的，娯楽的，あるいは生活や人
　　　　生に役立つ実践的なものとイメージし，テレビの情報娯楽番組やバラエティ番組を
　　　　心理学の情報源としているだろう。





　　　　　エンテーションを受講した 279 名である。この内，正式に履修登録した 260 名　









の中から，上記の基準をもとに，それぞれ 9 項目と 5 項目を用意した。採用しなかった項目は，
例えば，「自分には責任感があるのか」「自分の性的魅力はどのくらいか」「異性と上手く付き合っ
ているかどうか」「家庭の経済的地位」「出身高校の今の評判」等である。





　以上の計 18 項目について，各項目内容が自分の考えとどのくらい一致しているかを，「5. 一
致している」〜「1. 一致していない」までの 5 段階で評定を求めた。なお，具体的な項目内





ビ番組や雑誌等を 4 つに分けた。すなわち，民放テレビ番組の「4. ホンマでっか TV」，「9. メ
ンタリスト Daigo が登場するメディア」，「8. 心理学者やカウンセラーが出てくる映画やテレ
ビドラマ」，そして「5. それ以外のテレビの情報番組やバラエティ番組の心理学コーナー」で
ある。これら以外の項目は次の通りである。1. 家族の話，2. 高校の先生の心理学に関する話，







た。具体的な項目内容は，1. 人間的な，2. 科学的な，3. 合理的な，4. 神秘的な，5. 医学的な，
6. 数学的な，7. 文学的な，8. 動物学的な，9. 生物学的な，10. 不思議な，11. あたたかい，12. 
つめたい，13. 生活（人生）に役立つ，14. 社会に役立つ，15. オカルト（魔術・超自然）的な，
16. その他，である。なお，「16. その他」は 2 件のみのため，分析には用いていない。
　上記の他に，「心理学Ⅰ」の講義を履修しようと思った理由について，自由記述で回答を求
めている。これについては，本論文での分析対象にしないため省略する。












を 5 点とし，以下 4 点から 1 点までの点数を各評定値に与えた。これらについて，因子分析（主
因子法・プロマックス回転）を行った。いずれの因子についても因子負荷量が 0.35 未満だっ
た 1 項目（項目 10：他の人が，自分について言うことは的外れなことが多い）を除き，再度
因子分析を行った結果，最終的には，固有値の減衰状況（4.25，1.93，1.62，1.38，1.15，1.08
…）と因子の解釈可能性から 4 因子の抽出が妥当と判断された。その結果を Table 1 に示す。
Table1 自己および不思議現象認識欲求に関する 17 項目の因子パターン行列　　　n = 260
F1 F2 F3 F4 M SD
F1： 生き方に関する自己認識欲求（α＝ .77)
q1x12 今後どのように生きていくべきかについて知りたい .89 -.04 -.10 .00 4.21 1.03
q1x9 自分に合った生き方が知りたい .68 .11 -.10 .03 4.50 0.90
q1x16 これからの人生で，自分には何ができるのか知りたい .65 .05 .10 -.09 4.45 0.84
q1x14 自分がしたいことを見つけたい .64 -.12 .04 -.05 4.44 0.94
q1x7 どうすれば経済的に豊かな生活ができるか知りたい .40 .03 -.07 .04 4.37 0.85
q1x13 血液型によって性格が異なるのかどうか知りたい .36 .04 .29 .13 3.47 1.50
F2： 客観的な自己認識欲求（α＝ .71）
q1x1 自分の本当の性格について知りたい .00 .79 -.02 .08 4.37 0.89
q1x3 自分の社交的な能力が、どのくらいあるのか知りたい -.09 .66 .01 .01 4.43 0.81
q1x5 自分の容姿は，同年代の人と比べてどの程度魅力があるの
か知りたい
.06 .49 .00 .00 3.43 1.18
q1x11 自分が家族や周囲の人からどう見られているか知りたい .19 .49 -.01 -.08 3.90 1.12
q1x6 自分についての悪口でも，真実だったらできるだけ聞きたい -.07 .39 .04 -.36 3.93 1.07
F3： 不思議現象認識欲求（α＝ .62）
q1x17 UFO（未確認飛行物体）は，本当に存在するのか知りたい -.06 .00 .78 .01 3.51 1.44
q1x18 不思議現象は、すべて科学で説明できるのか知りたい -.04 -.05 .68 -.01 3.89 1.26
q1x15 占いは，なぜ当たるのかについて知りたい .20 .15 .35 .03 3.45 1.45
F4： ネガティブな自己情報回避欲求（α＝ .55）
q1x8 自分に関する、よくないうわさは聞きたくない .06 -.15 .01 .59 2.96 1.26
q1x4 自分のことについて，人の評価を聞くのは怖い -.03 .25 -.07 .58 3.28 1.30
q1x2 自分のことについて，知りたくない部分がある -.10 .00 .08 .48 2.64 1.25




















象認識欲求」ではα =.62，「ネガティブな自己情報回避欲求」では，α =.55 という値が得られた。








子（M=3.95, SD=0.74）よりも平均値が高かった。第 3 因子と第 4 因子については，有意な性
差は認められなかった。ただし，性差が見られなかった不思議現象認識欲求尺度を項目単位で
多変量分散分析すると，「項目 15：占いは，なぜ当たるか」は女子の方が男子よりも有意に平
均値が高く（F(1,252)=13.55, p<.001），「項目 17：UFO の存在を知りたい」については，有意
傾向ながら男子の方が女子よりも平均値が高いことが示された（F(1,252)=3.28, p<.10）。「項
目 18：( 霊や超能力等の ) 不思議現象」に有意な性差は見られなかった。
　自己認識欲求，心理学の情報源，心理学のイメージという三者の関連性を検討するに当たり，
自己および不思議現象認識欲求尺度の４下位尺度得点について平均値を境に高低群に分けて性
の要因とのクロス集計および χ2 検定を行った。その結果を Table 2-1 〜 2-4 に示す。
－ 8－
共通科目「心理学」受講生における心理学の情報源と心理学イメージの関連
　これより，生き方自己認識欲求（ χ2 (1) =7.84, p<.01），客観的な自己認識欲求（ χ2(1)=4.97,









回答数が少ないため分析から除外した。以下，女子学生を対象にした分析結果を Table 3-1 〜
3-7 に示す。
Table2-1 性別と生き方自己認識欲求の高低の関連に関する




度　数 48(59.2) 87(75.8) 135
調整済み残差 -2.8** 2.8**
男　子
度　数 66(54.8) 59(70.2) 125
調整済み残差 2.8** -2.8**








度　数 79(76.3) 56(58.7) 135
調整済み残差 -0.7 0.7
男　子
度　数 68(70.7) 57(54.3) 125
調整済み残差 0.7 -0.7
合　計 度　数 147 113 260
注：カッコ内の数値は期待値を示す。χ2(1)=0.45 n.s.
Table2-2 性別と客観的な自己認識欲求の高低の関連に関する




度　数 58(67.0) 77(68.0) 135
調整済み残差 -2.2* 2.2*
男　子
度　数 71(62.0) 54(63.0) 125
調整済み残差 2.2* -2.2*








度　数 53(61.3) 82(73.7) 135
調整済み残差 -2.1* 2.1*
男　子
度　数 65(56.7) 60(68.3) 125
調整済み残差 2.1* -2.1*









低　群 度　数 15(9.6) 33(38.4) 48
調整済み残差 2.4* -2.4*
高　群 度　数 12(17.4) 75(69.6) 87
調整済み残差 -2.4* 2.4*




         に関するクロス集計表および χ 2乗検定の結果 （女子）





度　数 39(33.8) 9(14.2) 48
調整済み残差 2.1* -2.1*
高　群
度　数 56(61.2) 31(25.8) 87
調整済み残差 -2.1* 2.1*





　 Table 3-1 および 3-2 より，生き方自己認識欲求の高群ほど「ホンマでっか TV」（ χ2(1)=5.89, 
p<.05）や「メンタリスト Daigo」（ χ2(1)=4.23, p<.05）を心理学の情報源として利用している
ことが示された。また，Table 3-3 より，客観的な自己認識欲求の高群ほど「心理学の専門書」
（ χ2(1)=4.39, p<.05）を情報源とし，Table 3-4 より，不思議現象認識欲求の高群ほど「メンタ
リスト Daigo」（ χ2(1)=6.01, p<.05）を情報源としていることが示された。さらに，Table 3-5
〜 3-7 より，ネガティブな自己情報回避欲求の高群は「TV の情報・バラエティ番組」と「映
画・ドラマの心理学者」を情報源として利用する人数の偏りが有意で，期待値よりも多く（順




         に関するクロス集計表および χ 2乗検定の結果（女子）





度　数 62(55.6) 17(23.4) 79
調整済み残差 2.5* -2.5*
高　群
度　数 33(39.4) 23(16.6) 56
調整済み残差 -2.5* 2.5*










度　数 38(44.4) 15(8.6) 53
調整済み残差 -3.0** 3.0**
高　群
度　数 75(68.6) 7(13.4) 82
調整済み残差 3.0** -3.0**










度　数 53(48.5) 5(9.5) 58
調整済み残差 2.1* -2.1*
高　群
度　数 60(64.5) 17(12.5) 77
調整済み残差 -2.1* 2.1*










度　数 41(34.2) 12(18.8) 53
調整済み残差 2.5* -2.5*
高　群
度　数 46(52.8) 36(29.2) 82
調整済み残差 -2.5* 2.5*










度　数 35(27.9) 18(25.1) 53
調整済み残差 2.5* -2.5*
高　群
度　数 36(43.1) 46(38.9) 82
調整済み残差 -2.5* 2.5*













析した結果を Table 5-1 〜 5-9 に示す。
Table4-2 不思議現象認識欲求の高低と心理学の情報源の関連






度　数 52(56.3) 14(9.7) 66
調整済み残差 -2.2* 2.2*
高　群
度　数 53(48.7) 4(8.3) 57
調整済み残差 2.2* -2.2*













度　数 34(26.7) 14(21.3) 48
調整済み残差 2.7** -2.7**
高　群
度　数 41(48.3) 46(38.7) 87
調整済み残差 -2.7** 2.7**













度　数 35(28.8) 23(29.2) 58
調整済み残差 2.2* -2.2*
高　群
度　数 32(38.2) 45(38.8) 77
調整済み残差 -2.2* 2.2*










度　数 64(60.6) 5(8.4) 69
調整済み残差 1.9 † -1.9 †
高　群
度　数 44(47.4) 10(6.6) 54
調整済み残差 -1.9 † 1.9 †













度　数 31(23.8) 17(24.2) 48
調整済み残差 2.6** -2.6**
高　群
度　数 36(43.2) 51(43.8) 87
調整済み残差 -2.6** 2.6**




         に関するクロス集計表および χ 2乗検定の結果（女子）








度　数 46(41.2) 2(6.8) 48
調整済み残差 2.5* -2.5*
高　群
度　数 70(74.8) 17(12.2) 87
調整済み残差 -2.5* 2.5*





　Table 5-1 〜 5-3 より，生き方自己認識欲求の高群ほど心理学を「科学的な」（ χ2(1)=6.66, 
p<.01），「生活（人生）に役立つ」（ χ2(1)=7.04, p<.01），「オカルト（魔術・超自然的）な」（ χ2(1)=6.05, 
p<.05）学問としてイメージしていることが明らかとなった。続いて，Table 5-4 と 5-5 より，
客観的な自己認識欲求の高群ほど心理学に「科学的な」（ χ2(1)=4.39, p<.05）イメージを抱き，「不
思議な」イメージは持っていない（ χ2(1)=5.13, p<.05）ことが示された。また，Table 5-6 〜
5-8 より，不思議現象認識欲求の高群ほど心理学を「神秘的な」（ χ2(1)=5.45, p<.05），「生活（人生）














度　数 67(61.4) 12(17.6) 79
調整済み残差 2.3* -2.3*
高　群
度　数 38(43.6) 18(12.4) 56
調整済み残差 -2.3* 2.3*




         に関するクロス集計表および χ 2乗検定の結果（女子）








度　数 72(67.9) 7(11.1) 79
調整済み残差 2.1* -2.1*
高　群
度　数 44(48.1) 12(7.9) 56
調整済み残差 -2.1* 2.1*













度　数 24(30.5) 34(27.5) 58
調整済み残差 -2.3* 2.3*
高　群
度　数 47(40.5) 30(36.5) 77
調整済み残差 2.3* -2.3*













度　数 49(43.9) 30(35.1) 79
調整済み残差 1.8 † -1.8 †
高　群
度　数 26(31.1) 30(24.9) 56
調整済み残差 -1.8 † 1.8 †
合　計 度　数 75 60 135
注：カッコ内の数値は期待値を示す。 χ2(1)= 3.23 †
† p <.10
Table5-9 ネガティブな自己情報回避欲求の高低と心理学イメージの









度　数 42(45.5) 11(7.5) 53
調整済み残差 -1.8 † 1.8 †
高　群
度　数 74(70.5) 8(11.5) 82
調整済み残差 1.8 † -1.8 †
合　計 度　数 116 19 135




　同様の分析を男子学生データに行った結果を，Table 6-1 〜 6-6 に示す。まず Table 6-1，6-2
より，生き方自己認識欲求の高群ほど心理学を「不思議な」（ χ2(1)=3.98, p<.05），「オカルト（魔
術・超自然的）な」（ χ2(1)=2.89, p<.10）学問としてイメージしていることが明らかとなった。
また，Table 6-3，6-4 より，客観的な自己認識欲求の高群では，心理学を「神秘的な」（ χ2(1)=2.74, 
p<.10），「生活（人生）に役立つ」（ χ2(1)=5.15, p<.05）学問としてイメージしていることが示
された。さらに，Table 6-5，6-6 より，不思議現象認識欲求の高群ほど心理学を「社会に役立つ」
（ χ2(1)=3.56, p<.10），「オカルト（魔術・超自然的）な」（ χ2(1)=5.49, p<.05）イメージの学問
として捉えていることが分かった。
Table6-2 生き方自己認識欲求の高低と心理学イメージの関連
         に関するクロス集計表および χ 2乗検定の結果（男子）








度　数 58(54.4) 8(11.6) 66
調整済み残差 1.7 † -1.7 †
高　群
度　数 45(48.6) 14(10.4) 59
調整済み残差 -1.7 † 1.7 †
合　計 度　数 103 22 125
注：カッコ内の数値は期待値を示す。 χ2(1)= 2.89 †
† p <.10
Table6-4 客観的な自己認識欲求の高低と心理学イメージの関連









度　数 46(39.8) 25(31.2) 71
調整済み残差 2.3* -2.3*
高　群
度　数 24(30.2) 30(23.8) 54
調整済み残差 -2.3* 2.3*




         に関するクロス集計表および χ 2乗検定の結果（男子）








度　数 61(56.0) 7(12.0) 68
調整済み残差 2.3* -2.3*
高　群
度　数 42(47.0) 15(10.0) 57
調整済み残差 -2.3* 2.3*













度　数 43(37.5) 23(28.5) 66
調整済み残差 2.0* -2.0*
高　群
度　数 28(33.5) 31(25.5) 59
調整済み残差 -2.0* 2.0*













度　数 63(59.6) 8(11.4) 71
調整済み残差 1.7 † -1.7 †
高　群
度　数 42(45.4) 12(8.6) 54
調整済み残差 -1.7 † 1.7 †
合　計 度　数 105 20 125
注：カッコ内の数値は期待値を示す。 χ2(1)= 2.74 †
† p <.10
Table6-5 不思議現象認識欲求の高低と心理学イメージの関連










度　数 47(41.9) 21(26.1) 68
調整済み残差 1.9 † -1.9 †
高　群
度　数 30(35.1) 27(21.9) 57
調整済み残差 -1.9 † 1.9 †
合　計 度　数 77 48 125







多重コレスポンデンス分析を行った。解析の結果，固有値は次元 1 が 2.72，次元 2 が 2.25 であっ
た。Table 7 に，解析に用いた各項目のカテゴリーの選択度数（人数），次元 1 と次元 2 のカテ
ゴリースコアを示した。また，Figure 1 には，2 次元のカテゴリースコアを用いて階層的クラ


























        選択度数（人数）およびカテゴリースコア (n=260)
アイテム─カテゴリー 選択度数（人数） 次元 1 次元 2
女子学生 135 .055 -.186
男子学生 125 -.062 .211
成績「不可」 42 .160 -.112
成績「可」 52 -.264 -.097
成績「良」 114 -.055 .161
成績「優」 52 .248 -.143
生き方自己認識欲求低群 114 -.267 .540
生き方自己認識欲求高群 146 .206 -.413
客観的な自己認識欲求低群 129 -.312 .205
客観的な自己認識欲求高群 131 .304 -.193
不思議現象認識欲求低群 147 -.174 .346
不思議現象認識欲求高群 113 .223 -.439
ネガティブな自己情報回避欲求低群 118 .022 .117
ネガティブな自己情報回避欲求高群 142 -.021 -.088
Q2-1-1 情報源に家族の話 :なし 218 -.100 -.017
Q2-1-2 情報源に家族の話 :あり 40 .565 .021
Q2-2-1 情報源に高校教員の心理学の話 :なし 230 -.136 .008
Q2-2-2 情報源に高校教員の心理学の話 :あり 28 1.144 -.166
Q2-3-1 情報源に家族や先生以外の人の話 :なし 225 -.171 -.003
Q2-3-2 情報源に家族や先生以外の人の話 :あり 33 1.194 -.063
Q2-4-1 情報源にホンマでっか TV: なし 58 -.244 .146
Q2-4-2 情報源にホンマでっか TV: あり 200 .075 -.057
Q2-5-1 情報源に TV の情報・バラエティ番組 :なし 156 -.053 .042
Q2-5-2 情報源に TV の情報・バラエティ番組 :あり 102 .089 -.092
Q2-6-1 情報源に心理学専門書 :なし 214 -.093 -.106
Q2-6-2 情報源に心理学専門書 :あり 44 .471 .450
Q2-7-1 情報源に受験雑誌心理記事 :なし 237 -.061 -.030
Q2-7-2 情報源に受験雑誌心理記事 :あり 21 .732 .208
Q2-8-1 情報源に映画・ドラマの心理学者 :なし 137 -.106 .197
Q2-8-2 情報源に映画・ドラマの心理学者 :あり 121 .127 -.247
Q2-9-1 情報源にメンタリスト Daigo: なし 180 -.063 .237
Q2-9-2 情報源にメンタリスト Daigo: あり 78 .155 -.584
Q3-1-1 人間的なイメージ :なし 59 -.194 -.539
Q3-1-2 人間的なイメージ :あり 201 .055 .164
Q3-2-1 科学的なイメージ :なし 135 -.286 -.008
Q3-2-2 科学的なイメージ :あり 125 .306 .019
Q3-3-1 合理的なイメージ :なし 190 -.194 -.175
Q3-3-2 合理的なイメージ :あり 70 .521 .492
Q3-4-1 神秘的なイメージ :なし 210 -.115 .260
Q3-4-2 神秘的なイメージ :あり 50 .477 -1.066
Q3-5-1 医学的なイメージ :なし 188 -.297 -.158
Q3-5-2 医学的なイメージ :あり 72 .770 .431
Q3-6-1 数学的なイメージ :なし 218 -.158 -.069
Q3-6-2 数学的なイメージ :あり 42 .811 .387
Q3-7-1 文学的なイメージ :なし 242 -.120 -.009
Q3-7-2 文学的なイメージ :あり 18 1.594 .184
Q3-8-1 動物学的なイメージ :なし 207 -.153 -.180
Q3-8-2 動物学的なイメージ :あり 53 .593 .728
Q3-9-1 生物学的なイメージ :なし 172 -.207 -.294
Q3-9-2 生物学的なイメージ :あり 88 .401 .589
Q3-10-1 不思議なイメージ :なし 142 -.099 .579
Q3-10-2 不思議なイメージ :あり 118 .116 -.686
Q3-11-1 あたたかいイメージ :なし 231 -.192 -.007
Q3-11-2 あたたかいイメージ :あり 29 1.521 .102
Q3-12-1 つめたいイメージ :なし 222 -.173 -.058
Q3-12-2 つめたいイメージ :あり 38 1.004 .372
Q3-13-1 生活に役立つイメージ :なし 145 -.395 .051
Q3-13-2 生活に役立つイメージ :あり 115 .494 -.054
Q3-14-1 社会に役立つイメージ :なし 158 -.371 -.025
Q3-14-2 社会に役立つイメージ :あり 102 .571 .051
Q3-15-1 オカルト的イメージ :なし 219 -.124 .214





















4 つの下位尺度が見出され，「第 1 因子：生き方に関する自己認識欲求」，「第 2 因子：客観的な
Figure 2 自己認識欲求と心理学についての情報源および心理学イメージの関係に関する
        多重コレスポンデンス分析の結果 
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自己認識欲求」，「第 3 因子：不思議現象認識欲求」，「第 4 因子：ネガティブな自己情報回避欲求」




































情報源から自己情報収集行動を行う（Trope, 1975；Swann, 1983）人たちである。もう 1 つは，
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いることが明らかとなった。また Table 5-4 と 5-5 より，客観的な自己認識欲求が高い者ほど
心理学に「科学的な」イメージを抱き，「不思議な」イメージは持っていないことが示された。




　続いて，Table 6-1 〜 6-6 に示す男子学生の結果を見ていく。Table 6-1 と 6-2 より，生き方
自己認識欲求の高群ほど心理学を「不思議な」，「オカルト（魔術・超自然的）な」学問として























カテゴリースコアを二次元平面上にプロットした Figure 2 の結果を基に考察する。
　これより，心理学という学問を巡る情報源とイメージは，大別すると 4 つのまとまりに分け



































　次元 2 の軸解釈の観点から考えると，第 5 クラスターの項目群が布置するプラス側ほど，


















や信頼性が必ずしも十分ではないことである。特に第 3，第 4 因子の項目数や信頼性係数の値
を見ると，尺度項目を増やすことや不思議現象認識欲求の下位尺度を独立した形で尺度構成す
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